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研究成果の概要（和文）：　本研究では，脱カトリック化が顕著とされる現代スペインにおいて，カトリック聖地への
巡礼を支えている宗教的ツーリストの行動とスペインの観光空間の構造について，実証的な研究を行った。サンティア
ゴ・デ・コンポステラ巡礼の参与観察調査を，ガリシア州，カスティーリャレオン州，およびバスク州の諸都市で実施
した。あわせてスペインの観光動態に関する資料収集を行い，宗教資源，観光資源としてのサンティアゴ巡礼路と巡礼
宿，そしてそれら全体から構成される巡礼システムについて，解明を試みた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have tried to make clear some characteristics of the spatial str
ucture of tourism in Spain in terms of the behavior of religious tourists. We made some geographical field
work surveys on both religious resources and tourism resources. As a result, we accomplished to get useful
 data of the religious tourism in modern Spain.  
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１． 研究開始当初の背景 
(1)ヨーロッパの宗教社会史的位相：ヨーロ
ッパは政治的，経済的，社会的にもきわめて
多様であり，地域的な差異も明瞭であるが，
同時にヨーロッパ文化の基礎付けとしての
キリスト教の重要性はますます重要になっ
ている（Reader 2007）。キリスト教は芸術，
文学，音楽，哲学など西洋文明の基礎であり
続けてきたが，キリスト教の景観的表象であ
る大聖堂や十字架像，宗教的彫像を除いてヨ
ーロッパの文化遺産を考えることはできず
（Jordan 1988），現代においてもヨーロッパ
全域において，キリスト教が文化的に大きな
影響力を有していることは間違いない
（Jordan 2002）。 
(2)ポスト世俗化論： 1960～70 年代にかけて，
ヨーロッパ地域では宗教の世俗化に関する
議論が頻出した。教会出席率の低下や聖職者
志願率の低下が顕著となり，ニューエイジの
台頭やスピリチャルなものへの関心が興隆
するなど，「宗教は公的領域から私的領域へ
と撤退する」というパラダイムが立てられた
（岡本 2009）。ところが 1980 年代以降，イ
スラム原理主義の伸張をはじめとする世界
各地での原理主義的，宗教リバイバル運動の
動きが明瞭となり，「宗教復興」ともいうべ
き現象が顕著となった（Stump 2000）。ポス
トモダン的状況にある現代ヨーロッパ地域
を理解する上で，本研究が重視する枠組みは，
「世俗化論と宗教復興論の相克」である。す
なわち脱カトリック化（世俗化）がすすむ一
方で，カトリックの聖地が新たな中心地とし
て多数の訪問者をひきつける社会現象は何
を意味するのかという視点である。 
(3)聖地巡礼とツーリズム：このように制度
的宗教の面では脱キリスト教化がすすむス
ペインにおいて，一方ではカトリックの聖地
に対する巡礼が盛行をみている。このような
現象は「宗教ツーリズム」（松井 2009）とい
う性格を強く持ち，カトリック的な宗教実践
とは別の社会的文脈で，宗教的聖地を徒歩や
馬，自転車などで巡礼するという行為がヨー
ロッパの特に若年層の人々の間で受容され
ている（西海 1999；Gonzalez and Medina 
2003；横田 2007；岡本 2009 など）。宗教ツ
ーリズムに支えられたカトリック巡礼の盛
行は，スペイン・サンティアゴ巡礼だけでも
相当数の書物が出版されており，スペインの
みならず現代ヨーロッパの地域社会と宗教
との関わりを解明する上で重要な研究対象
となるものと考えられる。 
  
 
２． 研究の目的 
本研究では，ヨーロッパの文化的核心をなす
カトリック地域，なかでも宗教の世俗化が進
み，脱カトリック化が顕著とされる現代スペ
インにおいて，カトリック聖地への巡礼が興
隆している現象に焦点をあて，現代の巡礼を
支えている宗教的ツーリストの行動とスペ

インの観光空間の構造について明らかにす
る。具体的には，サンティアゴ・デ・コンポ
ステラ巡礼の参与観察調査を行い，宗教資
源・観光資源としてのサンティアゴ巡礼路と
巡礼宿，そしてその全体から構成される巡礼
システムを現地調査により実証的に解明す
ることを通して，伝統的な聖地が再構築され
ている状況の解明を目的とする。さらには，
聖地巡礼の維持・発展とツーリズムとの関わ
りの理論的な検討を通して，ヨーロッパ・カ
トリック地域における宗教をとりまく現代
的状況が顕わとなり，宗教の衰退と復興にか
かわる人文学におけるポスト世俗化論の進
展を企図している。 

 
３． 研究の方法 
(1)ヨーロッパ・カトリック地域におけるポ
スト世俗化論に関わる理論的枠組の構築：ヨ
ーロッパにおける巡礼のポリティクスにか
かわる社会・文化・観光地理学的研究の研究
成果および研究動向を整理し，研究視点や概
念，研究方法について検討する。 
(2)巡礼をめぐるホスト・ゲスト・プロデュ
ーサーの相互作用の解明：各研究対象地域に
おいて，ホスト，ゲスト，プロデューサーの
巡礼に対する相互作用を詳細に分析するこ
とにより，聖地巡礼の創造・再構築の過程を
実証的に明らかにするとともに理論化・モデ
ル化を目指す。 
(3)巡礼の創造・再構築の現代的意義の究
明：上記(2)で得られた実証的な成果をもと
に，ポスト世俗化社会において巡礼が創造・
再構築されることの意義を究明する。サンテ
ィアゴ巡礼において，それを支える地域社会
にどのような影響を与えているのかを考察
する。 

 
４． 研究成果 
本研究では，ヨーロッパの文化的核心をなす
カトリック地域，なかでも宗教の世俗化が進
み，脱カトリック化が顕著とされる現代ス 
ペインにおいて，カトリック聖地への巡礼が
隆盛している現象に焦点をあて，現代の巡礼
を支えている宗教的ツーリストの行動とス
ペインの観光空間の構造の解明に取り組ん
できた。 
平成 23-25 年度において，以下の研究成果を
得た。 
(1)収集資料の整理と理論的枠組みの提唱：
平成 23～25 年度の 3 か年で収集した資料を
整理し，巡礼とツーリズムにおける理論的な
枠組みに関する学術論文（『観光戦略として
の宗教』(筑波大学出版会），『Geography of 
religion in Japan』Springer）を発表した。 
(2)現地調査の実施：研究代表者および分担
者は手分けをして，サンティアゴ・デ・コン
ポステラ巡礼地に関するフィールドワーク
を複数回実施し，聞き取り調査および資料収
集を行った。フィールドワークではサンティ
アゴ大学歴史・地理学部の研究者および大学



院生の協力を得た。 
(3)研究成果の公開：研究成果の一端を
International Geographical Union(国際地
理学連合）の Kyoto regional conference で
口頭発表するとともに，国内外の研究者と
意見交換を行った。また社会貢献の一環と
して，目黒シティカレッジ（東京都目黒区）
において研究成果を講演した。3 か年の研
究成果は今後，収集資料を整理しつつ継続
的に進めていく予定である。 
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